
書
評
・
紹
介

経
量
部
の
名
称
の
下
で
纒
め
ら
れ
る
仏
教
教
義
学
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
分
野
で
は
経
量
部
と
い
う
名
称
が
具
体
的
に
何
を
指

す
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
今
日
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
議
論
さ

れ
て
き
た
。
近
年
、
経
量
部
に
関
す
る
ま
す
ま
す
興
味
深
い
研
究
が
提
示

さ
れ
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
一
世
親
思
想
の
研

究
」
は
直
接
経
量
部
研
究
と
い
う
論
題
設
定
を
し
て
い
な
い
ま
で
も
、
今

日
の
研
究
状
況
に
照
ら
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

著
者
李
鍾
徹
（
Ｆ
の
①
』
］
ｏ
品
Ｑ
〕
の
。
］
）
博
士
は
、
本
書
は
し
が
き
に
よ

れ
ば
、
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
哲
学
科
故
沈
在
竜
教
授
の
下
で
仏
教
研
究
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
東
京
大
学
大
学
院

の
故
江
島
惠
教
博
士
の
下
で
主
と
し
て
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
に
従
事
し
て
こ

ら
れ
た
。
長
く
日
本
で
研
究
活
動
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
と
く
に
日
本
に
お

け
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
の
分
野
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
研
究
者
の
一
人
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
仏
典
の
電
子
化
に
多
く
寄
与
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
ご
承

知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
、
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
韓
国
学
大
学

李
鍾
徹

『
世
親
思
想
の
研
究
Ｉ
『
釈
軌
論
』
を
中
心
と
し
て
ｌ
』

岸片

昌は
〆、

､斗ユ

欄

暁

雄

院
（
の
国
目
鼻
の
ｍ
ｇ
ｏ
２
ａ
展
○
局
の
目
の
冒
巳
の
い
）
目
房
シ
○
且
の
日
〕
○
｛

【
○
Ｈ
の
目
の
日
呂
①
“
）
の
副
教
授
に
着
任
さ
れ
、
韓
国
仏
教
に
関
す
る
研
究

も
含
め
多
数
の
研
究
論
文
を
公
表
し
て
お
ら
れ
る
。

本
書
は
一
九
九
四
年
に
東
京
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
に
修

正
を
加
え
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
巻
は
『
釈
軌
論
」
を
主
と

す
る
世
親
の
教
義
学
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
第
二
巻
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

「
釈
軌
論
」
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
（
出
版
に
際
し
て
は
、
校
訂
テ
ク

ス
ト
が
先
に
囚
臣
○
号
の
Ｏ
己
且
○
さ
四
８
２
国
且
号
○
さ
四
８
ｍ
と
し
て

刊
行
さ
れ
、
研
究
編
で
あ
る
『
世
親
思
想
の
研
究
』
は
囚
匡
旨
弓
の
８

冒
号
５
個
８
與
国
且
島
。
］
○
四
８
の
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
）
。
タ
イ
ト
ル

の
通
り
、
本
書
の
関
心
は
『
釈
軌
論
』
を
中
心
と
し
て
『
倶
舎
論
」
か
ら

『
釈
軌
論
」
へ
と
展
開
し
た
世
親
の
教
義
学
説
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。『

釈
軌
論
』
研
究
は
、
川
口
益
博
士
に
よ
っ
て
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
が
、
そ
れ
以
後
若
干
の
研
究
が
あ
る
の
み
で
、
著
者
が
指
摘
す
る
通
り

世
親
研
究
の
な
か
で
も
い
ま
だ
未
開
拓
の
領
域
で
あ
る
。
山
口
博
士
は

「
釈
軌
論
」
全
体
の
内
容
を
概
説
し
、
と
く
に
第
四
章
で
世
親
が
展
開
す

る
大
乗
非
仏
説
論
批
判
を
紹
介
し
た
（
「
世
親
の
釈
軌
論
に
つ
い
て
ｌ
か

り
そ
め
な
解
題
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
ｌ
」
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
二
五
、

一
九
五
九
年
今
山
口
益
仏
教
学
文
集
』
下
、
春
秋
社
、
一
九
七
三
年
に

再
録
〉
、
「
大
乗
非
仏
説
論
に
対
す
る
世
親
の
論
破
」
『
東
方
学
論
集
』
一

九
六
二
年
今
山
口
益
仏
教
学
文
集
』
下
、
春
秋
社
、
一
九
七
三
年
に
再

録
〉
）
。
そ
の
後
は
本
庄
良
文
教
授
・
松
田
和
信
教
授
・
宮
下
晴
輝
教
授
等

に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
本
庄
教
授
は
こ
れ
ま
で
第
四
章
の
翻
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訳
を
提
示
し
た
（
「
「
釈
軌
論
』
第
四
章
１
世
親
の
大
乗
仏
説
論
（
上
）

ｌ
」
『
神
戸
女
子
大
学
紀
要
』
文
学
部
篇
二
三
巻
一
号
、
一
九
九
○
年
。

「
同
論
」
下
「
同
誌
」
二
五
巻
一
号
、
一
九
九
二
年
）
。
ま
た
、
本
書
と

時
を
同
じ
く
し
て
第
一
章
の
部
分
訳
を
公
表
さ
れ
て
い
る
（
弓
釈
軌
論
」

第
一
章
（
上
）
１
世
親
の
経
典
解
釈
法
ｌ
」
『
香
川
孝
雄
博
士
古
稀
記
念

論
集
仏
教
学
浄
土
学
研
究
」
永
田
文
昌
堂
、
二
○
○
一
年
）
。

こ
の
な
か
で
注
意
す
べ
き
は
『
順
正
理
論
」
の
阿
毘
達
磨
仏
説
論
と

「
釈
軌
論
』
の
大
乗
仏
説
論
と
が
酷
似
し
て
お
り
、
阿
毘
達
磨
仏
説
論
が

大
乗
仏
説
論
を
用
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
で
あ
る
。
本
庄
教
授

は
、
パ
ー
リ
『
大
般
浬
梁
経
』
の
「
経
に
入
り
、
律
に
示
す
こ
と
が
で
き

る
な
ら
仏
説
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
仏
説
で
は
な
い
」
と
い
う
一
節

が
、
説
一
切
有
部
で
は
「
経
に
入
り
、
律
に
示
す
こ
と
が
で
き
、
法
性
に

背
反
せ
ぬ
な
ら
仏
説
で
あ
り
…
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
本

庄
教
授
は
、
経
量
部
と
は
世
親
以
前
か
ら
存
在
し
た
勢
力
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
て
、
説
一
切
有
部
内
で
阿
毘
達
磨
が
仏
説
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
勢

力
と
し
て
現
れ
て
き
た
と
み
な
す
。
よ
っ
て
、
経
量
部
の
実
態
解
明
は
、

そ
の
意
味
で
聖
典
論
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
点
に

は
十
分
注
意
し
て
お
き
た
い
。
い
つ
ぽ
う
、
松
田
教
授
は
『
釈
軌
論
』
で

言
及
さ
れ
る
二
諦
説
を
検
討
さ
れ
た
。
『
倶
舎
論
』
で
目
月
乱
＆
昌
四
と
言

及
さ
れ
る
無
著
説
は
「
釈
軌
論
』
で
は
世
親
自
身
の
二
諦
説
と
し
て
提
示

さ
れ
、
「
成
業
論
』
を
経
て
『
縁
起
経
釈
」
で
は
目
局
乱
＆
昌
四
で
は
な
く

単
に
割
習
冨
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
報
告
す
る
（
司
薗
唇
司
冒
冨
の
二
諦

説
ｌ
く
“
の
巨
富
且
旨
研
究
ノ
ー
ト
（
２
）
ｌ
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」

第
三
三
巻
第
二
号
、
一
九
八
五
年
）
。
さ
ら
に
松
田
教
授
は
、
世
親
の
著

述
順
序
を
確
認
し
な
が
ら
、
「
釈
軌
論
」
で
大
乗
仏
説
論
を
擁
護
し
た
世

親
は
、
三
性
説
を
確
保
し
な
が
ら
も
ア
ー
ラ
ヤ
識
説
を
中
心
と
す
る
心
識

論
に
つ
い
て
は
経
量
部
説
に
留
ま
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
こ
と
を
考

慮
し
心
識
論
の
み
に
よ
っ
て
世
親
の
思
想
的
変
遷
を
判
定
す
る
こ
と
が
本

当
に
妥
当
な
の
か
ど
う
か
あ
ら
た
め
て
問
題
提
起
し
た
（
「
教
説
と
意
味

ｌ
釈
軌
論
・
第
四
章
よ
り
ｌ
」
『
大
谷
学
報
』
第
六
三
巻
第
二
号
、
一
九

八
三
年
）
。
ま
た
、
宮
下
教
授
は
『
倶
舎
論
』
と
『
釈
軌
論
』
で
扱
わ
れ

る
有
負
心
・
離
負
心
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
有
部
に
よ
れ
ば
、
有
負
と
は

負
に
よ
る
結
合
（
“
四
目
苫
粗
肘
四
目
旨
匡
印
）
を
意
味
す
る
。
『
倶
舎
論
』

の
な
か
で
世
親
は
三
つ
の
点
か
ら
有
部
説
を
批
判
す
る
。
そ
れ
は
、
結
合

が
負
の
得
の
連
続
を
意
味
す
る
点
。
結
合
が
負
の
随
増
で
あ
り
、
随
増
す

る
貧
の
把
握
対
象
と
な
る
と
い
う
点
。
そ
し
て
結
合
を
得
の
連
続
と
見
な

し
た
場
合
に
は
他
心
智
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
批
判
す
る
。
こ
れ
ら
の
批

判
は
世
親
が
教
義
学
内
の
整
合
性
を
争
い
結
合
な
る
概
念
を
容
認
し
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
釈
軌
論
』
で
は
三
つ
の
経

典
が
引
か
れ
、
結
合
や
連
合
（
の
色
目
目
皇
○
悪
）
に
よ
る
解
釈
も
含
め
解

釈
例
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
宮
下
教
授
は
、
経
典
の
意
図
や
解
釈

が
教
義
学
内
の
諸
問
題
に
先
行
す
る
か
ら
こ
そ
「
釈
軌
論
」
で
は
三
つ
の

解
釈
例
が
並
記
さ
れ
て
い
る
と
読
み
解
く
。
つ
ま
り
、
教
義
学
の
な
か
に

経
典
解
釈
が
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
教
義
学
に
先
立
つ
経
典
解
釈

の
可
能
性
を
「
釈
軌
論
』
に
よ
り
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
た
（
「
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
義
学
の
一
局
面
ｌ
『
倶
舎
論
』
か
ら

『
釈
軌
論
』
へ
の
展
開
例
ｌ
」
『
大
谷
学
報
」
第
六
三
巻
第
一
号
、
一
九

八
三
年
）
。
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今
日
ま
で
の
主
た
る
『
釈
軌
論
』
研
究
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
把

握
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
釈
軌
論
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
性

格
を
分
析
し
、
教
義
学
史
の
上
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
本
格
的
な
研
究

は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
し
、
今
日
も
な
お
そ
の
点
で
は
変
わ
り
が
な
い
・

本
書
は
、
『
釈
軌
論
』
の
全
体
像
に
、
ま
た
世
親
と
い
う
一
人
の
思
想
家

に
接
近
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者
に
少
な
か
ら
ず
刺
激
を
与
え

て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
『
世
親
思
想
の
研
究
』
刊
行
以
降
に
は
、
ス
キ
リ
ン
グ
博

士
に
よ
っ
て
「
釈
軌
論
」
研
究
（
く
陣
呂
盲
目
冒
四
且
号
の
く
薗
客
菌
‐

冒
冨
巨
目
昌
昌
の
》
角
国
、
吻
困
い
》
９
８
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
言
及
し
な
い
が
『
釈
軌
論
』
に
関
す
る
最
も
新
し
い
研
究
成
果
と

し
て
知
っ
て
お
い
て
よ
い
。

本
書
は
三
章
か
ら
な
る
。
ま
ず
第
一
章
世
親
研
究
の
た
め
の
予
備
的

考
察
で
は
、
世
親
の
思
想
的
展
開
を
見
定
め
る
た
め
の
指
針
が
示
さ
れ
る
。

よ
っ
て
予
備
的
考
察
と
は
い
え
本
研
究
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、

三
章
の
う
ち
最
も
多
く
の
紙
数
が
割
か
れ
て
い
る
。

著
者
は
世
親
の
思
想
的
立
場
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル

ナ
ー
博
士
が
唱
え
た
「
世
親
二
人
説
」
よ
り
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
に

従
い
『
倶
舎
論
」
の
作
者
世
親
が
如
何
に
大
乗
唯
識
思
想
家
に
転
じ
る
か

と
い
う
世
親
の
思
想
的
変
貌
過
程
を
検
討
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
そ
の
際
、

世
親
の
年
代
は
宇
井
博
士
の
説
に
従
っ
て
三
二
○
’
四
○
○
年
を
無
難
な

説
と
し
て
採
用
す
る
。
た
だ
、
著
者
が
宇
井
説
を
採
用
す
る
根
拠
は
あ
ま

二

り
明
白
で
は
な
い
。
今
日
ま
で
の
研
究
を
加
味
し
た
総
合
的
な
判
断
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
宇
井
説
の
採
用
は
、
本
書
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
問

題
の
解
決
に
何
ら
新
た
な
視
点
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点

再
検
証
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
博
士
の
説
に
対
し
て
、
世
親
が
一
人
か
二

人
か
と
い
う
問
題
に
深
く
入
る
よ
り
は
．
：
中
略
：
．
世
親
の
諸
著
作
の
内
的

連
関
関
係
や
思
想
的
な
一
貫
性
の
究
明
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
出
発
し
よ

う
と
い
う
態
度
を
と
る
。
著
者
の
結
論
を
先
に
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
世
親

は
『
倶
舎
論
』
著
述
時
に
は
経
量
部
的
な
考
え
を
強
く
も
っ
て
い
て
、
次

に
著
し
た
『
釈
軌
論
」
の
段
階
か
ら
本
格
的
な
唯
識
思
想
家
（
大
乗
の
思

想
家
）
と
し
て
台
頭
す
る
。
よ
っ
て
、
『
成
業
論
』
の
立
場
を
経
量
部
と

し
た
ラ
モ
ッ
ト
博
士
の
説
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
。

こ
の
こ
と
を
検
証
す
べ
く
、
ま
ず
分
析
の
出
発
点
は
『
倶
舎
論
」
本
頌

の
著
者
世
親
で
あ
り
、
世
親
の
名
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
諸
著
作
の
う
ち
、

文
献
的
な
証
拠
を
も
っ
て
彼
の
著
作
と
し
て
認
め
て
も
よ
い
著
作
群
を
確

定
す
る
と
い
う
方
針
を
立
て
る
。
世
親
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
諸
文
献
の

記
述
か
ら
み
て
、
「
倶
舎
論
」
↓
「
釈
軌
論
』
↓
「
成
業
論
」
↓
「
縁
起

経
釈
」
の
順
に
著
さ
れ
た
と
確
定
す
る
。
さ
ら
に
安
慧
『
五
穂
論
釈
』
と

称
友
「
倶
舎
論
明
瞭
義
』
と
衆
賢
『
順
正
理
論
』
の
記
述
か
ら
、
『
五
穂

論
』
・
「
中
辺
分
別
論
釈
」
・
『
唯
識
二
十
論
」
・
「
唯
識
三
十
頌
』
を
世
親
の

著
作
と
判
断
し
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
釈
』
に
は
『
中
辺
分
別
論
釈
」
に
議

論
の
説
明
を
譲
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
『
大
乗
荘
厳
経
論
釈
』
を
世
親

の
著
作
と
確
定
す
る
。
結
果
、
プ
ト
ゥ
ン
の
伝
承
通
り
、
八
部
の
小
論

（
冒
烏
日
四
国
四
）
を
世
親
の
著
作
と
考
え
て
お
い
て
よ
い
と
確
認
す
る
。
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こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
世
親
の
諸
著
作
の
な
か
で
共
通
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
親
個
人
に
見
ら
れ
る

教
義
学
上
の
立
場
の
変
遷
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
ま
た
同
時
に
そ
れ
ら

諸
著
作
に
お
け
る
変
遷
が
、
確
実
に
一
人
の
学
匠
に
お
け
る
思
考
の
連
続

性
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
先
に
予
備
的
考
察
で
示
し

た
諸
著
作
が
世
親
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
左
に
も
な
る
、

と
著
者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
世
親
の
諸
著
作
の
内
在

的
連
関
関
係
」
と
称
し
て
世
親
の
思
考
の
連
続
・
連
関
を
、
「
心

（
。
罵
煙
）
の
語
義
解
釈
」
、
「
仏
説
（
言
＆
盲
ぐ
四
目
目
）
・
非
仏
説
論
」
と

い
う
二
つ
の
主
題
の
う
ち
に
読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
「
心
の
語
義
解
釈
」

は
著
者
も
注
記
す
る
通
り
、
か
っ
て
兵
藤
一
夫
教
授
（
「
「
心
」
の
語
義
解

釈
ｌ
特
に
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ
の
立
場
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
仏
教
学
セ
ミ

ナ
ー
」
三
六
、
一
九
八
二
年
）
が
論
じ
た
問
題
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
そ

の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
世
親
の
諸
著
作
の
う
ち
に
見
ら
れ
る
連

続
性
を
そ
こ
に
再
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
仏
説
・
非
仏
説
論
」
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
｜
・
二
世
親
の
＆
ｇ
且
颪
困
８
３
：
（
仏
説
）
論
、

一
・
三
世
親
の
解
釈
学
的
地
平
ｌ
密
意
（
：
三
頁
野
の
）
ｌ
と
新
た
な

セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て
、
『
釈
軌
論
』
に
基
づ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

こ
の
予
備
的
考
察
で
得
た
結
論
は
大
き
く
二
つ
に
纏
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ま
ず
第
一
は
、
先
に
紹
介
し
た
通
り
『
倶
舎
論
』
↓
「
釈
軌
論
』

↓
『
成
業
論
」
↓
『
縁
起
経
釈
』
と
い
う
成
立
順
序
を
確
定
し
得
る
こ
と
。

さ
ら
に
『
五
穂
論
』
・
『
中
辺
分
別
論
釈
』
・
「
唯
識
二
十
論
』
・
『
唯
識
三
十

頌
』
を
世
親
の
著
作
と
断
定
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
大
乗
仏

説
・
非
仏
説
論
の
議
論
か
ら
世
親
に
固
有
の
解
釈
学
の
手
法
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
予
備
的
考
察
の
結
論
を
仮
定
的
前
提
と
し
て
『
倶
舎
論
」
と

「
釈
軌
論
』
の
な
か
で
共
に
扱
わ
れ
る
論
題
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
著
者

は
『
倶
舎
論
』
か
ら
『
釈
軌
論
』
へ
の
教
義
学
の
展
開
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
。
著
者
が
扱
う
主
題
を
評
者
が
再
整
理
す
る
な
ら
、
［
一
］
縁
起
の

意
味
規
定
ｌ
縁
起
の
語
義
解
釈
（
語
の
意
味
冒
烏
邑
四
）
と
定
型
句
解

釈
（
文
の
意
味
団
ご
貿
冨
）
、
［
二
］
識
の
解
釈
（
認
識
の
主
体
の
問

題
）
、
［
三
］
三
世
実
有
説
、
［
四
］
色
の
解
釈
、
［
五
］
十
二
処
の
解
釈
、

［
六
］
十
八
界
の
構
造
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
［
二
縁
起
の
意
味

規
定
は
、
第
二
章
縁
起
言
『
ロ
ヨ
舌
の
画
ョ
三
日
：
）
で
扱
わ
れ
、
な
か

で
も
、
縁
起
の
語
義
解
釈
は
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う

［
二
］
か
ら
［
六
］
で
扱
わ
れ
る
主
題
は
す
べ
て
、
第
三
章
縁
起
と
識

言
う
習
巴
の
生
起
の
な
か
で
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
予
備
的
考
察
を
概
観
し
た
が
、
中
国
と
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
通
り

の
世
親
の
思
想
的
展
開
を
諸
文
献
の
上
に
跡
付
け
て
い
く
と
い
う
方
法
に

つ
い
て
は
、
第
二
章
を
概
観
し
た
後
に
あ
ら
た
め
て
言
及
し
た
い
。
こ
こ

で
ひ
と
つ
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
中
国
や
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
承
も
自
明
の
歴
史

事
実
と
し
て
受
け
取
っ
て
お
い
て
よ
い
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
例
え

ば
、
プ
ト
ゥ
ン
に
よ
る
世
親
の
八
部
の
論
吉
に
関
す
る
伝
承
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
す
で
に
袴
谷
憲
昭
博
士
（
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
マ
イ
ト
レ
ー

ャ
の
五
法
の
軌
跡
」
『
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
と
社
会
』
春
秋
社
、
一
九
八
六

年
）
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
ス
タ
イ
ン
や
ペ
リ
オ
将
来
の
敦
埋
文
献

命
日
興
も
ご
ｅ
に
現
れ
る
仏
典
名
は
プ
ト
ゥ
ン
の
そ
れ
と
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
誤
記
な
の
か
吐
蕃
期
の
敦
埋
に
お
け
る
一
つ
の
伝
承
で
あ
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る
の
か
評
者
は
袴
谷
博
士
以
上
の
判
断
材
料
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
が
、

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
著
者
も
検
証
の
必
要
な
し
と
考

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
伝
承
や
歴
史
叙
述
を
そ

の
通
り
に
受
け
と
め
な
が
ら
、
い
つ
ぽ
う
で
そ
れ
ら
は
時
代
の
変
革
に
従

っ
て
描
き
直
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
留
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
一
章
縁
起
言
「
、
ヨ
舌
困
ョ
匡
冒
目
巴
で
は
、
胃
四
三
百
‐

切
煙
日
具
目
烏
の
語
を
め
ぐ
る
文
法
学
上
の
議
論
（
語
の
意
味
）
が
詳
細
に

紹
介
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
倶
舎
論
」
に
お
け
る
世
親
、
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー

タ
急
倶
舎
論
』
で
は
他
者
（
§
胃
の
）
と
あ
る
の
を
、
著
者
は
一
応
ヤ
シ

ョ
ー
ミ
ト
ラ
を
信
じ
て
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
と
見
な
す
と
述
べ
他
の
注
釈
に

言
及
し
な
い
が
、
評
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
安
慧
も
満
増
も
同
じ
く
シ
ュ

リ
ー
ラ
ー
タ
と
注
釈
す
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
よ
う
に
確
定
し
て
お
い

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
）
、
そ
し
て
『
順
正
理
論
』
に
お
け
る
衆
賢
の
解
釈
が

比
較
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
者
の
相
違
点
は
冒
騨
国
冨
の
解
釈
に
あ
る
（

ま
ず
「
倶
舎
論
』
で
世
親
は
「
縁
に
達
し
て
、
出
現
す
る
こ
と

（
冒
凹
ご
畠
四
目
官
四
国
四
囲
日
ロ
号
言
く
豊
）
」
と
解
釈
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

文
法
学
派
側
か
ら
す
れ
ば
、
も
し
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
こ
の
二
つ

の
作
用
に
時
間
の
前
後
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
前
の

「
縁
に
達
し
た
」
段
階
で
は
、
後
に
出
現
す
る
作
者
は
存
在
し
な
い
。
逆

に
存
在
し
て
い
な
い
作
者
は
「
縁
に
達
す
る
」
と
い
う
作
用
を
な
し
得
な

い
。
そ
こ
で
最
終
的
に
世
親
は
、
作
用
が
設
定
さ
れ
る
限
り
は
作
者
を
も

設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
両
者
を
分
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
批
判
に
対
抗
す
る
。
著
者
は
こ
の
作
用
と
作
者
の

問
題
に
踏
み
込
む
べ
く
「
釈
軌
論
』
を
検
討
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
世
親

が
引
く
文
法
学
派
側
か
ら
の
批
判
の
論
点
は
ほ
ぼ
『
倶
舎
論
」
と
同
じ
で
、

世
親
に
よ
る
返
答
に
い
っ
そ
う
の
詳
細
さ
が
認
め
ら
れ
る
と
言
う
。
『
釈

軌
論
』
や
『
縁
起
経
釈
』
で
冒
画
国
冨
の
ご
ｇ
‐
冒
呉
冨
冨
が
原
因
を
表
す

こ
と
を
確
認
し
た
後
、
「
倶
舎
論
』
「
破
我
品
」
で
宮
島
ｑ
煙
の
意
味
を
ざ

ら
に
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
世
親
に
よ
る
犢
子
部
批
判
の
論
点
が
整
理
さ

れ
る
。
そ
の
批
判
の
論
点
は
、
先
に
語
義
解
釈
の
議
論
を
通
し
て
纏
め
得

た
時
間
的
に
先
行
す
る
生
起
の
本
質
的
原
因
（
Ａ
）
を
獲
得
し
、
そ
れ
と

同
時
に
生
起
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
未
来
の
非
存
在
（
Ｂ
）
が
出
現
す
る
こ

と
と
い
う
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
世
親
の
縁

起
の
語
義
解
釈
に
よ
っ
て
導
き
川
さ
れ
た
結
論
な
の
で
あ
る
。

縁
起
の
語
義
解
釈
に
続
い
て
、
次
に
『
倶
舎
論
」
と
『
縁
起
経
釈
』
に

基
づ
い
て
「
こ
れ
有
る
と
き
あ
れ
有
る
。
こ
れ
生
起
す
る
が
故
に
あ
れ
生

起
す
る
。
四
の
日
日
“
四
国
号
日
冨
閨
目
．
四
望
○
ｇ
且
乱
匙
四
日
目
ｇ
且
冒
‐

扇
」
と
い
う
縁
起
の
定
型
句
を
め
ぐ
る
議
論
（
文
の
意
味
）
が
検
討
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
両
論
書
当
該
個
所
の
翻
訳
が
提
示
さ
れ
、
最
後
に
論
評

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
倶
舎
論
」
で
は
ま
ず
四
つ
の
定
型
句
解
釈
が
示

さ
れ
、
続
い
て
他
者
の
説
（
Ａ
）
、
先
代
軌
範
師
の
説
、
他
者
の
説

（
Ｂ
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
シ
ョ
ー
ミ
ト
ラ
に
よ
れ
ば
、
四
つ
の
解

釈
は
軌
範
師
（
世
親
）
の
説
で
あ
り
、
他
者
の
説
Ａ
、
Ｂ
は
順
に
ヴ
ァ
ス

ヴ
ァ
ル
マ
ン
、
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
の
説
で
あ
る
。
た
だ
し
「
縁
起
経
釈
』

で
最
初
の
四
つ
の
解
釈
の
う
ち
第
二
説
か
ら
第
四
説
ま
で
が
批
判
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
世
親
の
定
型
句
解
釈
の
結
論
は
、
第
一
説
「
縁
を
限
定
す
る

た
め
に
〔
二
句
を
説
い
た
の
で
あ
る
〕
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
著
者
は
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確
認
す
る
。
『
倶
舎
論
」
と
『
順
正
理
論
」
に
お
け
る
定
型
句
解
釈
に
つ

い
て
は
評
者
も
検
討
し
て
い
る
の
で
、
別
稿
（
「
「
順
正
理
論
」
に
お
け
る

心
心
所
法
の
共
存
論
証
」
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
七
七
、
二
○
○
三
年
）

を
御
参
照
頂
き
た
い
。

縁
起
の
語
義
解
釈
と
定
型
句
解
釈
を
分
析
し
た
結
果
、
縁
起
は
世
親
に

言
わ
せ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
縁
起
の
十
一
一
支
に
の
み
適
応
で
き
る
概
念
で
は

な
く
、
｜
切
の
縁
生
法
に
適
用
す
べ
き
生
起
の
法
則
を
意
味
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
著
者
は
論
評
す
る
。
こ
の
こ
と
自
体
至
極
当
然
の
結
論
と

し
て
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
決
し
て
世
親
が
独

自
に
提
唱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
縁
起
解
釈
の
転
換
点
は
『
婆
沙
論
」
の

な
か
で
縁
起
の
意
味
が
有
情
数
縁
起
、
有
情
数
非
有
情
数
縁
起
と
に
明
確

に
分
節
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
苦
の
生
起
と
い
う

事
態
を
諸
法
の
生
起
と
消
滅
の
原
理
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

っ
た
と
捉
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
そ
れ
を
世
親
の
も
つ
思

想
史
的
な
意
義
と
し
て
言
及
す
る
の
は
正
確
で
は
な
い
。

著
者
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
『
倶
舎
論
」
著
述
時
の
世
親
を
経
量
部
の

傾
向
を
強
く
も
つ
あ
る
い
は
経
量
部
的
立
場
に
あ
る
と
言
及
し
て
き
た
。

い
つ
ぽ
う
第
二
章
の
結
論
に
至
っ
て
、
縁
起
の
語
義
解
釈
や
定
型
句
解
釈

個
所
で
は
経
量
部
師
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
を
批
判
す
る
し
、
他
の
個
所
で
も

世
親
が
多
く
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
を
批
判
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
世
親
の
立

場
を
そ
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
は
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
及
す
る
。

ま
た
、
先
の
予
備
的
考
察
で
確
認
し
た
通
り
、
著
者
は
、
中
国
と
チ
ベ
ッ

ト
の
伝
承
に
基
づ
き
、
世
親
に
は
著
述
順
序
に
従
っ
て
教
義
学
上
の
立
場

の
変
遷
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
世
親
と
い
う
思
想
家
を
捉

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
前
提
の
下
で
経
量
部
と
い

う
名
称
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
「
倶
舎
論
」
と
い
う
書
物
は
、
そ
の
伝
播
の
過
程
で
説
一
切
有
部
の
教

義
学
の
勝
れ
た
綱
要
害
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
「
倶
舎
論
』

著
述
時
に
は
す
で
に
『
琉
伽
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
琉
伽
行
派
の
論
害
が

確
固
た
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

『
倶
舎
論
』
を
著
し
た
世
親
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
ら
た
め
て

問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
成
業
論
』
の
記
述
を
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
る
か
、
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、
世
親
の
思

想
的
立
場
を
検
証
す
る
と
い
う
本
書
の
主
題
は
す
ぐ
さ
ま
経
量
部
問
題
に

直
結
す
る
。
よ
っ
て
、
「
経
量
部
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
際
に
は
そ
も

そ
も
最
初
か
ら
相
当
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
章
縁
起
と
識
（
皇
引
目
）
の
生
起
で
は
、
著
者
の
言
葉
を
用

い
る
な
ら
存
在
の
生
起
に
対
し
て
認
識
の
生
起
に
つ
い
て
の
世
親
の
見
解

が
検
討
さ
れ
る
。
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
は
胃
四
日
旨
の
四
日
匡
召
段
四
の
冒
昌
を

ぐ
冒
困
を
表
す
巳
扇
冨
と
理
解
し
た
。
ぐ
ご
団
は
「
種
々
の
何
々
」
を
表
す

こ
と
か
ら
、
不
特
定
多
数
の
縁
に
よ
っ
て
法
が
生
起
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
存
在
の
生
起
〔
と
く
に
十
二
支
の

各
支
分
の
生
起
を
意
味
す
る
場
合
〕
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
識
は

必
ず
特
定
の
感
覚
機
能
と
把
握
対
象
に
よ
っ
て
生
起
す
る
か
ら
、
先
に
検

討
し
た
シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
の
縁
起
解
釈
は
認
識
の
生
起
と
い
う
点
か
ら
は

容
認
し
得
な
い
も
の
と
し
て
世
親
は
批
判
す
る
と
言
う
。
こ
の
こ
と
か
ら

本
章
で
は
「
釈
軌
論
」
に
お
け
る
識
の
解
釈
、
「
倶
舎
論
』
に
お
け
る
三

世
実
有
説
、
「
倶
舎
論
』
と
「
釈
軌
論
」
に
お
け
る
色
の
解
釈
、
『
釈
軌

qワ
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論
」
に
お
け
る
十
二
処
、
さ
ら
に
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
十
八
界
が
検
討

さ
れ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
、
世
親
が
認
識
を
め

ぐ
っ
て
何
を
議
論
し
て
い
る
か
検
討
し
よ
う
と
す
る
。

扱
わ
れ
る
論
題
は
多
岐
に
渡
り
す
べ
て
を
漏
れ
な
く
紹
介
す
る
こ
と
は

評
者
の
域
を
超
え
て
い
る
。
ひ
と
つ
興
味
深
い
点
に
言
及
す
る
な
ら
、

「
釈
軌
論
』
に
お
け
る
認
識
主
体
の
議
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
識
る
が
故

に
識
と
言
わ
れ
る
」
と
い
う
一
節
を
め
ぐ
り
世
親
と
、
徳
慧
の
『
釈
軌
論

注
」
に
よ
っ
て
文
法
学
派
と
措
定
さ
れ
る
対
論
者
と
の
間
に
展
開
す
る
議

論
で
あ
る
。
世
親
は
与
野
煙
日
脚
国
に
す
ぎ
な
い
も
の
に
つ
い
て
作
者
と

し
て
説
く
こ
と
は
正
し
く
な
い
、
と
主
張
す
る
。
無
作
用
説
の
議
論
が

『
釈
軌
論
』
に
も
登
場
す
る
こ
の
個
所
は
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

．
か
ぜ
い
Ｏ

さ
て
、
こ
の
第
三
章
で
は
他
に
も
様
々
な
論
題
が
提
示
さ
れ
、
著
者
が

長
年
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
そ
の
経
過
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
強
い
て
言
う
な
ら
ば
縁
起
と
識
の
生
起
と
い
う
章
題
の
も
と
で
こ
れ

ら
の
論
題
を
一
纏
め
に
し
た
こ
と
は
、
若
干
散
漫
な
印
象
を
与
え
る
結
果

に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
草
で
触
れ
ら
れ
る
問
題
は
ど
れ
も
『
倶

舎
論
』
か
ら
「
釈
軌
論
』
へ
の
展
開
例
を
例
証
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
第
一
章
の
予
備
的
考
察
を
出
発
点
と
し
て
、

例
え
ば
縁
起
論
の
み
に
絞
っ
て
論
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
周
知
の
通
り
『
倶
舎
論
』
の
縁
起
論
だ
け
と
っ
て
み
て
も
他
に

も
ま
だ
検
討
す
べ
き
多
く
の
議
論
が
あ
る
。

著
者
は
文
法
学
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
文
法
学
上
の
議
論

が
行
わ
れ
る
個
所
を
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
。
本
章
で
も
随
所
に
パ
ー

一
三
を
引
用
し
且
副
ｐ
ｐ
ｂ
呂
》
昌
冨
の
語
義
解
釈
を
中
心
と
し
て
文
献

の
主
題
を
読
み
解
い
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
む
し
ろ
一
貫
し
て
諸

論
書
の
文
法
学
上
の
議
論
を
第
一
に
読
み
解
く
と
い
う
方
針
を
宣
言
し
た

上
で
、
そ
の
分
析
結
果
を
よ
り
ひ
ろ
い
教
義
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か

で
再
検
証
す
る
と
い
う
態
度
を
と
ら
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

さ
え
感
ず
る
程
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
文
法
学
上
の
議
論
を
多
く
扱

わ
れ
た
点
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
な
い
特
徴
と
言
え
る
。

以
上
、
極
め
て
大
雑
把
に
著
者
の
記
述
を
辿
っ
て
き
た
。
紹
介
し
得
て

い
な
い
点
も
多
々
あ
り
、
本
書
の
内
容
を
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
。
ま
た
、
著
者
の
論
述
の
意
図
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
本
耆
に
対
す

る
魅
力
が
半
減
し
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
。
世
親
思
想

の
解
明
と
い
う
大
胆
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
つ
つ
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
進
め
ら
れ
た
著
者
の
堅
実
な
研
究
は
ま
ず
も
っ
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
評
者
は
、
著
者
と
は
若
干
異
な
っ
た
と
こ
ろ

に
世
親
の
思
想
解
明
の
出
発
点
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
恐
ら
く

思
索
の
発
展
段
階
を
前
提
と
し
て
思
想
解
明
が
可
能
と
な
る
と
い
う
態
度

と
、
あ
く
ま
で
教
義
学
の
意
図
を
探
る
と
い
う
態
度
と
の
相
違
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

と
は
い
え
、
本
書
の
研
究
は
有
益
な
情
報
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
て

い
る
。
評
者
自
身
、
今
後
し
ば
し
ば
本
書
を
紐
解
き
な
が
ら
テ
ク
ス
ト
を

読
み
進
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
扱
う
論
題
の
な
か
で
、
テ

三
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ク
ス
ト
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
の
は
主
と
し
て
文
法
学
上
の
議
論
で
あ
る

こ
と
は
す
で
に
御
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
者
に
よ
る

本
格
的
な
言
語
の
構
造
分
析
に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
程
多
く
は
な
い
。
そ

の
点
で
本
書
は
有
益
な
研
究
資
料
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
読
者
諸
氏
は

ぜ
ひ
本
書
を
じ
か
に
紐
解
い
て
頂
き
た
い
。
本
書
を
手
掛
か
り
に
我
々
は

い
く
ら
か
『
釈
軌
論
」
の
詳
細
に
分
け
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
な

お
残
存
す
る
問
題
が
多
く
『
釈
軌
論
」
と
い
う
論
書
の
全
体
像
は
い
ま
だ

明
ら
か
で
な
い
。
「
釈
軌
論
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示

す
通
り
経
典
解
釈
の
軌
範
に
つ
い
て
説
く
た
め
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

世
親
が
各
著
作
を
準
備
し
た
と
き
の
教
義
学
上
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
お
い
た
ら
よ
い
の
か
。
一
連
の
著
作
の
な
か
で
こ
の
「
釈
軌
論
』
は

ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
。
思
想
史
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

と
捉
え
て
お
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
簡
単
に
は
言
及
し
難
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
「
釈
軌
論
」
全
体
の
翻
訳
研
究
が

待
ち
望
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
研
究
編
に
あ
た
る
『
世
親
思
想
の
研
究
』
の

み
に
言
及
し
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
釈
軌
論
」
の
校
訂
テ

ク
ス
ト
ヨ
蝿
目
胃
昌
思
営
呈
詩
尋
熱
ご
魯
震
曹
旦
言
い
息
§
忌
震
の

詳
細
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
校
訂
テ
ク
ス
ト
は
、
北
京

版
を
底
本
に
チ
ョ
ネ
、
デ
ル
ゲ
、
ナ
ル
タ
ン
版
に
よ
っ
て
訂
正
が
施
さ
れ

そ
の
異
同
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
御
参
照
頂
き
た
い
。
続
い
て

本
著
者
李
博
士
に
よ
っ
て
「
釈
軌
論
』
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
な
が
ら
、
「
釈
軌
論
』
研
究
は
私
を
含
め
ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
に
携
わ

る
研
究
者
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。

付
記
本
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
岩
崎
良
行
氏
に
よ
る
書
評
紹
介

含
印
度
哲
学
仏
教
学
」
第
一
七
号
、
二
○
○
二
年
）
が
あ
る
。
文
法
学

上
の
議
論
に
つ
い
て
専
門
の
立
場
か
ら
若
干
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
御
参
照
頂
き
た
い
。
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